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このレポートの著作権は、田中恒敏に属します。

このレポートからの引用、コピー、再配布の行為を禁止します。

今回は、当レポートをダウンロードして頂き、有難うございました。

インターネットがこの世に現れてから10数年になるでしょうか。

それ以来ずっと、お客様のドメイン、サーバーをお預かりして来ました。

これから独自ドメインを取得しようとする方に、

この経験が少しでも役立てば幸いです。
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●ドメインの種類

[.COM]、[.NET]、[.BIZ]、[.INFO]、[.ME]、[.JP]・・・・・

昔と比べて、今のインターネットの世界には、

沢山の種類のドメインが存在しています。

沢山あるドメインの種類。

私達は、この中で、どんなドメインを選択すべきなのでしょうか？

どんなドメインが、人気があるのでしょうか？

私達のドメインの選択肢は随分と広がりました。

ドメインの種類が多くなるにつれて、ドメインという文字列が持つイメージも

時代の流れにつれ、大きく変化してきています。

つい数年前までは、会社だったら、[.COM] や [.CO.JP] をマストにする

強い風潮もありました。

しかし最近は、そんな風潮も少しづつ無くなってきています。

どうしても取得したいドメインの文字列が、[.COM] や [.NET] では

既に取られてしまっているケースが多くあります。

だからでしょうか、ドットの後ろに付く文字列(COMやNET等)には、

それ程、こだわらない人達が、今、増えて来ています。

私自身もそう思います。

むしろ、ドットの前に付く、会社なり、ＨＰのジャンルなりを表す文字列

例えば、sony.jpのsonyや、diet.infoのdiet・・・

の方が重要なんじゃないでしょうか。



覚えやすいドメイン、忘れにくいドメイン・・・・

もっと言うと、目立つ、意味があるドメイン名。

このような視点で、ドメインを選択した方がいいように思います。

必ずしも、COMやCO.JPじゃなくても、それなりにアテンションがある

ドメインはいくらでも存在しますから。

例えば、youlove.me とか。

●レジストラとは

簡単に言うと、「レジストラ」とは、ドメインを発行する組織の事です。

私達が、ドメインを取得するには、２つの方法があります。

★１

ＨＰを作って、サーバーを借りる時、

そのレンタルサーバー会社に、ドメイン取得業務も一緒に依頼する方法。

★２

自分自身で「レジストラ」と呼ばれる会社のＨＰにアクセスをして、

そのＨＰから、ドメイン取得の手続きをする方法。

では、どちらの方法が、いいのでしょうか？

★私のお勧めする方法は・・・

ドメイン取得を、レンタルサーバー会社に依存するのではなく、

ドメインは、あなた自身で、「レジストラ」と呼ばれる会社で、

取得する方がいいと思います。



理由は、沢山あります。

もし、あなたが将来、下のような理由で、今使っているレンタルサーバーから

他社のサーバーに移転をしたくなった場合。

※管理画面の使い勝手が悪い。

※SQL等の必要なオプションが無かった。

※もう少し費用の安いサーバーに引っ越したい。

※夕方から夜にかけてのトラフィックが遅い。

※CGIやPHPに制限がありすぎる。

※サポートの対応がイマイチ。

ドメインを「レジストラ」で取得していれば、

より簡単な作業で、サーバーを他社に移転する事が可能だからです。

レンタルサーバー会社に、ドメイン取得・管理業務も依頼していると、

他のサーバー会社に移転をした時に、

※再度ドメインの費用を請求される

※サーバー移転以外にも、面倒なドメイン移転手続き作業が発生

するからです。

2009年の ICANN(注1)の緩和により、「レジストラ」と呼ばれる会社は、

世界中に一気に増殖して、100社をゆうに超える数になりました。

(注1)

ICANNとは、

簡単に言うと、世界中のドメイン業者を一括で管理している組織です。

これにより、「レジストラ」各社間も価格競争が激しくなりました。

思っていた以上に安価で、ドメインが手に入るケースもあります。



このような理由で、最初から、ドメインはドメイン専門の「レジストラ」で

取得しておいた方が賢明だと思います。

日本国内のサーバー屋さんもそうですが、

世界中のサーバー業者も、全てこの「レジストラ」経由で

ドメインを購入しているのが現状です。

あなたが、「レジストラ」でドメインを購入していれば

色々な事情で他社のサーバーに移転したい時でも、

「レジストラ」の管理画面から、新しいサーバー会社が

提供するＮＳ(ネームサーバー)情報を変更するだけで済みますし、

有効期限がまだ残っているドメイン費を再度支払う必要もないのです。



●日本国内のレジストラ

ICANNから正式にレジストラの認証を受けている「レジストラ」は、

日本にも数社ありますが、現実には、まだまだトラブルも多く、

ユーザビリティーはイマイチの会社が多いように思います。

そこで、私がお勧めする日本でのレジストラは、

「お名前.COM」です。

http://www.onamae.com/

GMOグループに属するこのレジストラは、実績も長く

管理画面の利便性は高く、今現在、国内では、一番安心して使える

レジストラだと思います。

DNSレコードの変更機能も加わり、

クレジットカードでの支払いも、以前に比べスムーズになりました。

ちょくちょく、期間限定のセールもやっていて

希望するドメインが安価で買えるチャンスもあります。

あえて欠点を探すとすれば、



ドメインの保持者を変更しなければならない場合、

ドメイン譲渡と見なされるケースがあり、

別途費用がかかる事がある、位でしょうか。

●海外のレジストラ

.jpや、.co.jpといったような日本固有のドメインの取得は

日本のレジストラでないと扱ってくれません。

ただ、もしあなたが、英語にそんなに抵抗がなく

COMやNET等の、日本固有のドメイン以外のドメインを希望されるのでしたら

海外のレジストラを使う手段もあります。

では、海外のレジストラでは、どこがいいの？

100社を超える海外のレジストラの中でも、私が推薦するレジストラは

以下の２社です。

★Directnic社

http://www.directnic.com/



アメリカは、西インド諸島に本拠地を置く信頼できるレジストラです。

管理画面が分かり易くシンプルで、英語があまり得意でない人でも

簡単にアカウントが作れ、ドメインを取得・管理する事が可能です。

安価なドメインセールは、ほとんどやりませんが

一定額を先払いプールする事により、定価よりも安く

ドメインを取得する事ができます。

ドメインを違うドメインにリダイレクトする機能や

DNSを自由に変更する機能等、沢山のサービスが充実しています。

支払いも、PayPalやクレジットカードに対応しているので

海外だからとった不便さもありません。

「お名前.COM」と違い、

ドメイン保持者の変更も、簡単スムーズに無料で対応しています。

★Godaddy社

http://www.godaddy.com/



アメリカは、アリゾナに本拠地を置く信頼できるレジストラです。

日本円での金額が表示されるので、支払いに安心感があります。

セールもよく行われていますので、安価なドメイン取得が可能です。

一番の特徴は、中古ドメインや、期限切れが迫るドメインの販売に

かなりチカラを注いでいる点だと思います。

既に期限が切れているドメイン、もう少しで期限が切れるドメインを

検索により見つけだして、気に入ったドメインを押さえる事が可能です。

ただ、一般的にＳＥＯ(注2)で有利とされている中古ドメインですが、

過去にグーグルスラップ(注3)にあった経歴のものや、

怪しいサイトで使われていたドメインもあったりしますので

中古ドメインの入手には、それなりのリスクもあります。

(注2)

ＳＥＯとは、

グーグルやヤフーで検索をした時、

結果表示ページの順番の、上位を狙う為に行う作業の事です。

(注3)

グーグルスラップとは、

グーグルでのPPC広告・アドワーズで、サイトの評価が低くなり

事実上、アドワーズ広告を出稿出来なくされるペナルティの事です。



●「お名前.COM」でのドメイン取得方法

それでは、日本のレジストラの中で一番のご推薦、

「お名前.COM」でのドメイン取得の方法を具体的にご説明します。

※以下にアクセスしてください。

http://www.onamae.com/

★青線(1)で囲んだフォームの中に、

あなたの希望するドメインの文字列を入力してください。

ドット以下の、COMとかNETといった属性の入力は不要です。

複数の入力も、改行する事で可能ですので、第一希望から、第二希望・・・

気になっているドメインが取得可能かどうか、沢山入れてみましょう。

※ドメインで使用可能な文字

ドメインで使う事の出来る文字は、アルファベットの小文字のa～z。

そして、半角数字の1～0。記号は、半角のハイフォン(-)のみです。



半角のスペースや、アンダーバーも使用する事はできません。

アルファベットは、大文字にしても、ドメインとして使う場合は

自動的に小文字に変換されてしまいます。

また、数年前から、日本語(漢字等)によるドメインも使用可能になっていますが

あまり普及していません。

せっかく世界に通用するインターネットですから、

基本は、アルファベットと数字からなる文字列の方がいいと思います。

★青線(2)で囲んだ、検索のボタンをクリックします。

★青線(1)で囲んだ部分で、あなたの欲しいドメインに

赤のチェックを入れてください。

直ぐに取得可能なドメインには、赤のチェックを入れる事が出来ます。



その他のマークには、以下のような意味があります。

※可能性あり・・・取得可能の場合は、連絡メールが来ます。

※メール通知・・・JPドメインのみが対象です。

　　　　　　　　　今使われているドメインが廃止された時に、連絡メールが来ます。

※バックオーダー・・・JPドメインのみが対象です。

　　　　　　　　　　　今使われているドメインが廃止された時に、

　　　　　　　　　　　自動的に取得申請をかけます。

※オークション中・・・オークションに入札して、取得可能です。

★青線(2)の「登録画面へ進む」をクリックします。

★青線(1)で囲んだ部分。

初めての方は、「初めて利用します」を選択します。



★会員情報の入力になります。

あなたの住所等の属性を入力してください。



★ドメインの情報には、色々な項目があります。

ドメインの有効期限や、ＮＳ(ネームサーバー)情報・・・・

あと、ドメイン保持者、管理者、技術担当者、代金支払い担当者、

という情報もあります。

ちなみに、

ドメイン保持者の情報の事を、英語では、Registrant とよく呼びます。

管理者の情報の事を、英語では、Administrative Contact と呼びます。

技術担当者の情報の事を、英語では、 Technical Contact と呼びます。

代金支払い担当者の情報の事を、英語では、Bill Contact と呼びます。

これら情報は、全て、誰でも、ネット上から確認出来るようになっています。

これらの情報を別々に設定する事も可能です。

その場合は、青線(1)で囲んだ部分の「こちら」からをクリックしてください。

例えば、あなた自身は管理者で、代金支払い担当者は別の人にしたい・・・

とかいうケースです。

全ての担当者を個別に設定する事が可能です。

ドメイン保持者以外の情報は、後からでも変更出来ますので

とりあえずは当初は、全て、あなたの情報にしておいた方が

作業的にはラクだと思います。

一つ注意したい点は、ドメイン保持者(Registrant)だけは、

お名前.COMの場合、後から簡単に変更する事が出来ません。

ドメイン譲渡と見なされ、書類の提出やら別途費用がかかってしまうので

もし、ドメイン保持者があなたではない場合は、

「こちら」からをクリックして、キンチと入力をしておく必要があります。



★ドメインの初期登録年数と、支払い方法

青線(1)で囲んだ部分で、ドメインの登録年数を選択します。

とりあえず、初めは一年間でいいと思います。

また、お名前.COMが自社で経営するサーバーにも、

一緒にここで契約することも可能です。

ただ、サーバーに関しては、他社を比較されてからの方が

いいと思いますので、お名前.COMでは、ドメイン取得だけで済ませます。

青線(2)で囲んだ部分で費用の支払方法を選択します。

銀行振り込みか、カード支払いです。

出来ればカードでの支払いの方がスムーズです。



最後に、青線(3)で囲んだ、「確認画面へ進む」ボタンをクリックしてください。

★入力の最終確認

全ての入力の内容を確認してから、同意にチェックを入れて

「申し込む」ボタンをクリックします。

確認のメールが数分後には届くはずです。



そのメールは、大事に保管しておきましょう。

●「Directnic 社」でのドメイン取得方法

それでは、海外のレジストラの中でも、私が推薦する、

「Directnic社」でのドメイン取得の方法を具体的にご説明します。

※以下にアクセスしてください。

http://www.directnic.com/

★青線(1)で囲んだ部分に、希望するドメインの文字列を入力します。

ここでも、お名前.COMと同様に、

ドット以下の、COMとかNETといった属性の入力は不要です。



★希望するドメインにチェックを入れましょう。

青線(1)で囲んだ部分

チェックを入れてから、右側の「Checkout」ボタンをクリックします。

青線(2)で囲んだ部分には、プレミアムドメインが表示されます。

プレミアムドメインとは、取得費用は高いですが

英語でそれなりに意味を持った、価値が高いと判断されたドメインの事です。

これは、とりあえずは無視でいいでしょう。

青線(3)で囲んだ部分には、何らかのアテンションがあるドメインが表示されます。

取得費用はそんなに高くはありません。

もし、この中で気に入ったものがあれば、同時に取得する事も可能ですが

これも、とりあえずは無視でいいでしょう。



★初期登録年数を選択する

ここも、とりあえずは、デフォルトの１年で大丈夫だと思います。

もし、この時点で取り消したい場合は、表の右の「Remove」をクリックします。

「Coupon Code」は無記入で構いません。



★ドメインの情報と、パスワード等を入力します。

初めての方は、「Create a Free Account!」以下を入力します。

入力が終わったら、一番下の「Next」のボタンをクリックします。

注意する点は、

※青線(1)で囲んだ部分

Organization(組織名)は、個人でも入力が必須です。

基本、何でもいいです。苗字か名前でも構いません。

　

※青線(2)で囲んだ部分

Stateは、Not Applicable を選択します。



Provinceも必須です。「JP」と入れましょう

※青線(3)で囲んだ部分

UsernameとPasswordを入力します。

これは、「Directnic社」に変更等で、再アクセスをする際に必要です。

Usernameは、半角6文字～15文字の、英数字のみ。

Passwordは、半角6文字～14文字の、英数字のみです。

※青線(4)で囲んだ部分

個人的な質問と答えの入力

セキュリティ上で必要な項目てす。

質問を選択して、その答えを入力しておきます。

忘れないように控えておけば、何でも結構です。



★入力確認と、確認文字列入力

人間が入力しているのを確認する為の、文字列を入力します。

青線(1)で囲んだ部分の、上に表示される画像の文字を読んで

それを入力します。

最後に、「Submit」ボタンをクリックして終了です。

確認のメールが数分後には届くはずです。

そのメールは、大事に保管しておきましょう。

●「Godaddy社」でのドメイン取得方法

それでは、海外のレジストラの中で、二番目に私が推薦する、

「Godaddy社」でのドメイン取得の方法をご説明します。

※以下にアクセスしてください。

http://www.godaddy.com/



前述しましたが、「Godaddy社」の一番の利点は

中古ドメインや、期限切れが迫るドメインを簡単に取得可能な点です。

これらドメインを検索により見つけだして、

気に入ったドメインを、更新前に押さえる事が可能です。

時々、安いセールもやりますが、「Godaddy社」でのドメイン取得は

中古ドメインや、期限切れが迫るドメインを希望する方にとっては

かかせないレジスタ選択だと思います。

逆に言うと、通常のドメイン取得であれば、

お名前.COMや、Directnic社を使った方がいいと思います。

あくまでも、「Godaddy社」の使用は、

通常の方法では取得できない、面白い？　アテンションがありそうな？

ドメインを見つけたい希望がある場合のみ、ご推奨いたします。



★中古ドメインの取得

青線(1)で囲んだ部分、「Domain Auctions」のタブをクリックしてください。

青線(2)で囲んだ部分、をクリックする事で、

色々なタイプのドメインを見つける事が可能です。

※オークション形式等で、人気が集中しているドメイン

※既に期限が切れているドメイン

※もう少しで期限が切れる予定のドメイン

※セール中のドメイン



※クローズアウトしたドメイン

※特有カテゴリの単語文字列が入ったドメイン

価格が円単位で表示されますので、間違いが少なく安心です。

直ぐに買えるドメイン、

オファーを出したり、オークション形式で入札(BID)したりするドメイン。

色々な販売形式があります。

注意点としては、

一般的にＳＥＯで有利とされている中古ドメインですが、

過去にグーグルスラップにあった経歴のものや、

怪しいサイトで使われていたドメインもあったりしますので

中古ドメインの入手には、

それなりのリスクもある事を覚えておいてください。

これは、新しいドメインを取得する時にも言えるのですが

ご希望のドメインが過去に一度も使われた事が無い場合を除き、

一回でも使われた経緯があると、その過去の事情により

なかなかグーグルでインデックスされない、なんて事も起きたりします。



以上で、当レポート「賢いドメインの取り方」を終了いたします。

もし、私にご質問等がございましたら、

お気軽にメールでも頂ければと思います。
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ダウンロードしていただいて、ありがとうございました。
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